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総
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。「
経
人

会
」と
云
う
名
称
は
、今
か
ら
80

年
前
・
昭
和
5
年
の
経
済
学
会

卒
業
生
か
ら
代
々
引
き
継
が
れ
、

数
多
く
の
経
済
人
や
大
学
教
授
、

文
化
人
や
作
家
を
は
じ
め
多
く

の
各
界
・
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
る

方
々
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。昨

年
の
総
会
参
加
者
は
44
名
で
し

た
が
、今
年
は
更
に
増
え
57
名（
内

21
名
初
参
加
）と
云
う
沢
山
の
会

員
の
方
に
ご
参
集
頂
き
ま
し
た
。

予
定
の
3
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
、大
変

盛
り
上
が
っ

た
会
合
と
な

り
ま
し
た
。次

回「
経
人
会
総

会
」か
ら
隔
年

毎
の
開
催
を

決
め
、2
年
後

の
再
会
を
約

束
し
ま
し
た
。

（
事
務
局　

Ｓ
42
小
林
隆
夫　

記
）

　

今
年
も
我
が『
あ
い
き
ょ
う
会
』

の
面
々
が
集
っ
た
。若
い
頃
は
宵

の
銀
座
で
盃
を
挙
げ
た
も
の
だ

が
、最
近
は
遠
方
か
ら
の
友
や
暗

く
な
っ
て
の
帰
宅
は
家
族
が
心
配

す
る
と
の
事
で
交
通
の
便
の
良
い

東
京
駅
近
く
で
昼
間
の
開
催
と

な
っ
た
。例
年
よ
り
参
加
者
は
少

な
め
だ
っ
た
が
、そ
の
分
膝
を
つ

き
合
わ
せ
て
の

会
話
は
大
変
よ

か
っ
た
。
い
つ

も
参
加
し
て
い

る
秋
田
の
三
浦

君
が
体
調
を
崩

し
た
そ
う
で
一

日
も
早
い
回
復

を
願
い
ま
し
た
。（
箕
浦
卓
夫　

記
）

昭
和
31
年
卒
あ
い
き
ょ
う
会

平
成
2
年
卒
経
済
学
科
Ｇ
組
ク
ラ
ス
会
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西
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Ｏ
Ｇ
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懇
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創
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セ
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ポ
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芙
蓉

東
京
銀
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大
志
満

カ
フ
ェ
テ
リ
ア

「
山
小
屋
」

第
一
食
堂

ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
・

ス
テ
ラ

池
袋「
と
も
る
」

挨
拶
、半
世
紀
ぶ

り
の
再
会
で
話

が
弾
み
、宴
半
ば

関
根
氏
の
ウ
ク

レ
レ
演
奏
と
歌

に
耳
を
傾
け
た

後
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
立
教
グ
ッ

ズ
の
数
々
の
賞
品
を
射
止
め
よ
う

と
一
喜
一
憂
。「
立
教
未
来
計
画
」

グ
ッ
ズ
・
マ
イ
ボ
ト
ル
が
記
念
品

と
し
て
全
員
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。最
後
に
柿
沼
氏
の
リ
ー
ド
で

校
歌
、応
援
歌
を
斉
唱
し
、再
会
を

約
し
帰
路
に
。（
吉
川
俊
夫　

記
）

　

雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
。小
春
日

和
。新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
53
階
眺

望
絶
佳
の
東
天
紅
に
年
齢
に
関
す

る
自
覚
が
全
く
欠
如
し
た
17
名
が

今
年
も
元
気
に
集
ま
り
ま
し
た
。

ダ
ン
デ
ィ
ー
松
田
幹
事
の
軽
妙
な

開
会
の
辞
、心
温
か
な
気
配
り
の

神
子
兄
の
進
行
。欠
席
者
の
返
信

が
回
覧
さ
れ
る
な
か
飲
欲
、食
欲

旺
盛
に
、ま
さ
に
談
論
風
発
の
楽

し
い
2
時
間
半
で
し
た
。締
め
は

恒
例
の
応
援
団
Ｏ
Ｂ
信
田
兄
の

リ
ー
ド
で「
栄
光
の
立
教
」を
熱
唱

し
、名
残
尽
き
ぬ
面
々
は
二
次
会

へ
と
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。　
「
地

上
を
歩
む
」時
間
が
、飛
び
去
っ

た
光
陰
よ
り
も
は
る
か
に
短
く

な
っ
た
私
達
で

す
が
、
満
80
歳

を
迎
え
る
次
回

も
健
康
で
再
会

を
誓
い
合
っ
た

「
五
三
会
」で
し

た
。

　
（
石
田　

記
）

　

今
年
は
22
名
の
参
加
者
を
得

て
開
催
。皆
さ
ん
年
齢
を
重
ね
て

も
気
持
ち
の
若
さ
は
50
年
前
と
か

わ
ら
ず
意
気
軒
昂
、活
気
あ
る
会

話
を
楽
し
み
時
間
の
経
つ
の
が
惜

し
ま
れ
る
程
で

し
た
。
最
後
に

来
年
の
再
会
を

約
し
皆
の
健
康

と
母
校
の
益
々

の
発
展
を
願
っ

て
散
会
し
ま
し

た
。

（
染
野 

擴　

記
）

　

昨
年
は
、猛
威
を
振
る
っ
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
を
避
け
て

中
止
し
た
た
め
、2
年
振
り
の
西

田
会
と
な
り
ま
し
た
。出
席
者
は

14
名
で
し
た
が
、夫
々
の
近
況
を

語
り
合
い
楽
し
い
会
合
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、一
泊
旅
行
案
が
再
浮

上
。来
年
度
以
降
の
課
題
と
し
て

実
現
を
目
指

し
た
い
と
思

い
ま
す
。
最

後
に
集
合
写

真
を
撮
り
、

再
会
を
期
し

散
会
し
ま
し

た
。（
河
﨑 

記
）

　

11
月
27
日
18
時
よ
り
、池
袋「
と

も
る
」に
て
Ｇ
組
の
ク
ラ
ス
会
を

開
催
い
た
し
ま

し
た
。20
年
ぶ

り
の
再
会
で
し

た
が
、
歳
月
を

感
じ
さ
せ
な
い

盛
り
上
が
り

で
、
参
加
者
一

同
、
次
回
の
開

　

卒
業
後
54
年
お
互
い
77
歳
の
喜

寿
と
ご
高
齢
で
お
元
気
な
恩
師
中

村
清
先
生
を
お
迎
え
し
て
同
窓
会

を
開
催
し
た
。15
名
の
出
席
で
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
近
況
な
ど
を

発
表
し
、特
に
中
村
清
先
生
の
お

話
と
名
古
屋
よ
り
参
加
し
た
林
君

の
話
な
ど
で
会
は
盛
り
上
が
り
よ

き
学
生
時
代
の

思
い
出
に
耽
っ

た
。
最
後
に
次

回
の
会
の
開
催

と
お
互
い
い
つ

ま
で
も
元
気
を

誓
っ
て
散
会
し

た
。（
古
谷
直
七
郎 

記
）

ク
ラ
ブ
・
ゼ
ミ

校

友
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友
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「
校
友
の
広
場
」掲
載
希
望
の
方
は
、(1)
文
字
数
2
0
0
文
字
ま
で︵
出
席
者
の
お
名
前
を
含
む
︶ 

(2)
写
真
１
枚︵
パ
ノ
ラ
マ
不
可
︶を
下
記
ま
で
送
付
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
投
稿
く
だ
さ
い
。あ
て
先 

〒
１
７
１
‐
８
５
０
１
東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
３
‐
34
‐
１ 

「
立
教
大
学
校
友
会 

会
報
担
当
係
」 

メ
ー
ル「
k
o
y
u
@
g
r
p
.
r
i
k
k
y
o
.
n
e
.
j
p
」

　

1
年
生
を
含
め
た
現
役
学
生

と
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
有
志
に
よ
る
レ
イ
ン

ボ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
に
引
き
続

き
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
会
総
会
と
、

現
役
を
交
え
た

懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

自
己
紹
介
も
あ

　

ク
ラ
ブ
経
済
学
会
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
が
集
い
、復
活
第
二
回「
経
人
会

経
済
学
会「
経
人
会
総
会
」
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Ｏ
Ｂ
会
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Ｏ
Ｇ
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B
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G
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小
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偲
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亀
川
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B
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O
G
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鵜
川
馨
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生
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流
会
開
催
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Ｆ
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料
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林
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創
立
以
来
百
十
二
年
の
歴
史

を
持
つ
英
語
会
の
卒
業
生
組
織
で

あ
る
立
英
会
の
定
例
総
会
が
池

袋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。登
録
会
員
数
約
千
三
百
名
を

有
し
毎
年
10
月
に
総
会
と
懇
親

会
を
行
っ
て
お
り
今
年
は
約
百
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。定
例
総

会
に
先
立
ち
昭
和
44
年
卒
業
の

㈱
ア
ミ
ュ
ー
ズ
最
高
顧
問
大
里
洋

吉
氏
の
講
演
も
行
わ
れ
、懇
親
会

で
は
卒
業
以
来
の
再
会
と
な
る
方

も
い
て
思
い

出
話
に
花
が

咲
き
、
最
後

に
応
援
団
に

も
ご
参
加
頂

き
、
応
援
歌

校
歌
を
斉
唱

し
大
い
に
盛

り
上
が
り
、

無
事
日
程
を

終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
（
Ｓ
57　

内
田
肇　

記
）

　

3
年
半
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

野
澤
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
。野
澤

先
生
が
法
務
研
究
科
所
属
と
な

り
、現
在
ゼ
ミ
が
開
講
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
み
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、北
は

札
幌
、南
は
鹿
児
島
か
ら
38
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。昔
話
に
花

を
咲
か
せ
た
り
、参
加
者
そ
れ
ぞ

れ
が
旧
交
を
温

め
た
ほ
か
、各
世

代
間
の
交
流
も

進
み
、3
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
る
有
意

義
な
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

　

  （
加
藤　

記
）

　

経
済
学
部
井
田
喜
久
治
教
授
の

ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。前
日
に
台
風
が
関
東
に

最
接
近
と
い
う
状
況
に
も
拘
ら
ず

37
名
の
卒
業
生
が
予
定
通
り
全
員

一
堂
に
会
し
、先
生
を
囲
ん
で
の

楽
し
い
又
懐
か
し
い
時
間
を
共
に

過
ご
し
ま
し
た
。先
生
は
大
変
お

元
気
で
卒
業
生
一
人
一
人
の
近
況

報
告
を
聞
き
、往
時
を
思
い
出
さ

れ
、教
え
子
と
色
々
と
語
ら
れ
ま

し
た
。時
の
過
ぎ
る
の
を
惜
し
み

つ
つ
最
後
に
校
歌
を
斉
唱
し
て
、

秋
の
良
き

日
に
会
を

盛
会
裡
に

終
え
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

今
回
出
席

い
た
だ
け

な
か
っ
た

方
も
次
回

に
は
是
非

ご
参
加
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
幹
事　

橋
山
忠
光（
40
営
）　

記
）

第
58
回「
五
三
会
」（
昭
和
25
年

入
学
経
済
学
科
Ａ
組
同
窓
会
）
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新
宿
東
天
紅

　

5
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
パ
ー

テ
ィ
ー
に
は
、現
役
生
8
名
を
含

め
、90
名
近
い
仲
間
が
、第
一
食
堂

に
集
ま
り
ま
し
た
。パ
ー
テ
ィ
ー

の
前
に
は
、懐
か
し
の
浮
間
公
園

で
、Ｏ
Ｂ
と
現
役
生
11
名
で
テ
ニ

ス
も
楽
し
み
ま
し
た
。今
回
の
盛

り
上
が
り
を
き
っ
か
け
に
、現
役

生
と
の
交
流
を
密

に
し
、今
後
は
、毎

年「
交
流
の
集
い
」

を
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、11
月
12

日（
土
）14
時
～
第

一
食
堂
に
て
開
催

予
定
で
す
。多
数

の
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
（
58
社　

城
田
敏
男　

記
）

昭
和
34
年
卒
英
米
文
学
科
Ｄ
組
ク
ラ
ス
会

催
を
固
く
約
束
い
た
し
ま
し
た
。

定
期
的
に
集
い
を
開
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、今
回
ご
参
加
い
た

だ
け
な
か
っ
た
方
も
次
回
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田　

記
）

り
、大
先
輩
方
の
学
生
時
代
の
お

話
に
耳
を
傾
け
、世
代
を
超
え
た

交
わ
り
の
時
と
な
り
ま
し
た
。若

い
世
代
の
役
員
はW

eb
サ
イ
ト

の
充
実
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。次
回
は
6
月
18
日（
土
）予
定
。

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
諸
兄
姉
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
部　

記
）

　

２
０
１
０
年
6
月
3
日
に
逝
去

さ
れ
た
小
林
昇
名
誉
教
授
を
偲

ぶ
会
は
、10
月
に
本
学
経
済
学
部

葬
と
併
せ
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

が
、こ
の
度
、ゼ
ミ
卒
業
生
に
よ
る

先
生
を
偲
ぶ
会

を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。当
日
は

卒
業
生
17
名
に

加
え
、ご
令
嬢
に

も
参
加
い
た
だ

き
墓
参
お
よ
び

偲
ぶ
会
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
（
遠
藤　

記
）

　

例
年
11
月
中
旬
の
土
曜
日
に

池
袋
に
て
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
は

現
役
生
・
卒

業
生
合
わ
せ

て
約
80
名
が

参
加
。
亀
川

教
授
と
共
に

楽
し
く
時
を

過
ご
し
ま
し

た
。
当
会
は

１
９
９
４
年
に
ゼ
ミ
が
創
立
し
、

95
年
に
第
1
期
生
を
送
り
出
し

て
以
来
、毎
年
の
現
役
生
の
尽
力

で
欠
か
さ
ず
続
け
て
い
ま
す
。来

る
２
０
１
４
年
に
は
ゼ
ミ
の
創
立

20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、盛

大
な
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
、名
簿
の
作

成
な
ど
今
か
ら
様
々
な
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。帰

郷
・
転
職
・
結
婚
・
子
育
て
な
ど

で
残
念
な
が
ら
連
絡
が
取
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
卒
業
生
も
大

勢
お
ら
れ
る
た
め
、こ
の「
校
友
の

広
場
」を
ご
覧
に
な
っ
た
方
は
ぜ

ひ
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

kam
ekaw

asem
inar_obog@

yahoo.co.jp

今
ま
で
1
度
も
顔
を
出
さ
れ
て
い

な
い
同
窓
の
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
出

席
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｈ
8
営　

初
代
ゼ
ミ
長　

高
野

重
亮　

記
）

　

経
済
学
部
名
誉
教
授
の
鵜
川
馨

先
生
を
囲
ん
で
当
時
の
ゼ
ミ
生
40

名
が
約
2
年
ぶ
り
に
集
い
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
先
生
や

仲
間
同
士
で
お
互
い
の
近
況
な
ど

を
語
ら
い
ま
し
た
。来
年
傘
寿
を

迎
え
ら
れ
る
先
生
は
現
在
で
も
社

会
経
済
史
学
会
の
重
鎮
と
し
て
研

究
を
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
塩
田

さ
ん
に
よ
る
一

本
締
め
の
後
、

先
生
の
ご
健
康

を
祈
念
し
散
会

し
ま
し
た
。（
安

斉
勇
夫　

記
）

昭
和
31
年
卒
業
経
済
学
科
Ｕ
組
ク
ラ
ス
会

【
出
席
者
】　

井
形　

石
田　

佐
藤　

清
水　

瀬
崎　

高
木　

高
橋　

藤
井

宮
下　

石
川（
杉
本
）　

木
村（
冨
生
）

山
田（
坂
東
）

【
出
席
者
】（
32
）熊
谷
美
昭　

竹
内
弘
和 

堀
田
泰
平　

山
根
光
生　
（
33
）荒
井
秀

行　

臼
井
浩
紹　
（
38
）金
子
義
雄　

藤

原
博
満　
（
39
）篠
木
晃　

藤
井
利
彦 

（
40
）橋
場
毅　
（
42
）遠
藤
誠　
（
47
）岡

村
宗
二　

柴
裕
樹　
（
48
）河
野
純
子

（
49
）石
田
仁　
（
55
）熊
沢
春
美

【
出
席
者
】

柿
沼　

寛

斎
藤
孝
美

関
根
義
雄

谷
口
隆
造

堀
田
泰
平

村
上
吉
郎

山
田
喜
正

吉
川
俊
夫

【
出
席
者
】

古
谷
直
七
郎

春
日　

稔

琴
寄
秀
雄

菅
谷
博
夫

若
松
欣
一

【
出
席
者
】

神
子　

光

桑
原　

久

藤
堂
威
雄

藤
巻　

愃

松
田
正
彦

【
出
席
者
】

大
長
謙
蔵

河
﨑　

裕

鳥
山
裕
明

山
﨑
信
雄

【
出
席
者
】

堀
内
實
三

茅
根
重
彦

野
口
栄
一

池
谷
樹
八

梶
屋
庄
佑

斉
藤　

繁

竹
内
弘
和

西
池
良
顕

堀
田
夫
人

山
口
金
次
郎

横
内
完
一

赤
羽
根
誠

菊
地
健
治

佐
藤
昌
二
郎

信
田
幸
男

松
尾　

肇

山
田
一
雄

赤
松
克
彦

大
貫
重
信

實
近
昌
洋

中
村　

勝

横
須
賀
勉

水
越
有
造

藤
井
寛
治

林　

隆
久

天
野
棟
造

岩
岡
康
子

北
岡
政
幸

杉
山
慎
一
郎

田
中
知
子

星
野　

仁

宮
本
好
将

山
口
晴
久

横
内
英
夫

江
口
博
尚

石
井
芳
治

木
村　

健

名
倉　

禎

上
野
要
一
郎

中
村
清
先
生

林　

幹
治

加
藤
貞
夫

三
宅
和
衛

鈴
木　

允

加
藤
昭
夫

北
岡
弘
三

土
屋
五
紀

藤
井
良
生

松
田
治
夫

石
田
雄
二

遠
藤　

清

岡
田
文
男

島
村
邦
夫

中
村
勇
二

吉
田
寛
一
郎

栗
原
正
司

椎
橋
利
次

鈴
木
春
男

箕
浦
卓
夫 


